

















disea) 等の問題がある。骨髄移植のドナーを代替可能な造血幹細胞の iPS 細胞からの分化増殖が可能














生体内骨髄での造血幹細胞 niche 環境を骨髄由来間葉系幹細胞 (BMSC) より作製した細胞シートを用いて
再現を試み、造血幹細胞分化誘導の検討を行った。具体的には BMSC 細胞シートを用いて、開放系 (iPS
細胞-BMSC shet-BMSC shet) 組織と閉鎖系 (BMSC shet -iPS 細胞一BMSC shet) 組織を作成し、無血清・














niche 環境としては閉鎖系がより iPS 細胞からの造血幹細胞分化誘導に適している可能性が示唆された。
【考察】
今回の造血系幹細胞の誘導に際し、両条件において、通常の培養誘導において添加される BMP4 ，VEGF ， SCF
等が BMSC shet より供給され、さらに閉鎖系における細胞に隣接した 3 次元環境が低酸素などの開放
系とは異なる条件を与えることで、閉鎖系環境の方がより誘導効率が向上したのではないかと考えられ
た。一方で、確実な造血幹細胞の存在の証明をするためには、得られる培養組織内より造血幹細胞の最
も濃縮されていると考えられている CD34+CD5 十細胞集団を回収し、放射線を用いて骨髄を死滅させたヒ
ト系田胞に対する免疫寛容なマウスへ投与し骨髄再生の確認をする必要があると考えられる。
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